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リハビリテーション技術確⽴のための運動学習と脳内神経伝達修飾に関する基礎
研究
Research Project

Project/Area Number

18700456

Research Category

Grant-in-Aid for Young Scientists (B)

Allocation Type

Single-year Grants

Research Field

Rehabilitation science/Welfare engineering

Research Institution

Kanazawa University

Principal Investigator

⽶⽥ 貢   Kanazawa University, 医学系研究科, 助教 (70334787)

Project Period (FY)

2006 – 2007

Project Status

Completed (Fiscal Year 2007)

Budget Amount *help

¥3,600,000 (Direct Cost: ¥3,600,000)
Fiscal Year 2007: ¥1,000,000 (Direct Cost: ¥1,000,000) 
Fiscal Year 2006: ¥2,600,000 (Direct Cost: ¥2,600,000)
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Research Abstract

リハビリテーションに重要な運動学習について,動物モデル(ラット)を⽤いて脳内の神経伝達についてドーパミン,セロトニン,ノルエピネフリンの影響を薬剤投与の⽅法で検討した. 
本年度は,昨年度の運動学習獲得について実験を⾏ったラット48匹を対象とした. 
6ヶ⽉間の実験休⽌期間の後,4レバー・オペラント課題を⾏わせ運動学習の保持について加速度計により測定した相関係数で検討した. 
再開後の運動学習の保持が確認できた. 
さらに,薬剤投与による影響を検討した. 
薬剤の違いによる結果の詳細は現在検討中であるが,ドーパミン,セロトニンのアンタゴニストとして薬理作⽤がそれぞれ異なるハロペリドール,クロザピンの2剤とノルエピネフリンの投与
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による明確な違いはないようである. 
今後は,新たな脳内メカニズムを検討し,組織学的な検討も加えて実施する.
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